（１）[用法]おおきい・[用法]おおきな――
「大きい」には「大きい家」「あの家は大きい」「大きくなる」「大きかった」のように活用があるが、「大きな」は「大きな家」「大きな打撃を受けた」のように体言の前にしか使わない。
◇「大きい顔」と「大きな顔」とでは、前者は事実としての広さ、大きさを表しているが、後者は「大きな顔をする」のように主観的・心理的な判断を表す傾向がある。
◇「大きな希望が湧＜わ＞いてくる」「大きな過＜あやま＞ちを犯＜おか＞した」など、抽象的な事柄を表す名詞にかかる時は、「大きい」よりも「大きな」を使うことが多い。これも「大きな」の上記のような特徴による。

（２）[用法]かならず・[用法]きっと――
「この薬を飲めば必ず（きっと）病気が治（なお）る」「勉強すれば必ず（きっと）合格する」など、両語とも可能性の強い状態を表すが、「必ず」のほうが確率的により高い場合に使う。
◇両語とも「この借りは必ず（きっと）返す」のように決意を表す語としても用いられる。◇「三に二をかけると必ず六になる」「太陽は必ず東から昇る」など、不変の真理を表す場合には「きっと」は使わない。逆に「彼はきっと帰ったんだろう」など、推量の気持ちの強いときには、「必ず」は使わない。
